
 

  令和３年１２月２日 

 

 
 
 

国土交通省中部地方整備局 新丸山ダム工事事務所、木曽川水系ダム統合管理事務所 
岐阜県加茂郡八百津町 

八百津町商工会 
 
八百津町と国土交通省では、八百津町内の酒造会社２社とともに、地域の新たな特産品として

丸山ダム堤体内に貯蔵した日本酒「丸山ダム貯蔵酒」を開発しました。 
今年度は短期間貯蔵した日本酒が１２月２日（木）から数量限定で販売されます。来年度以

降は本数を増やして販売が行われる予定です。 
 
１ 概  要 
（１）貯蔵場所：丸山ダム堤体内 監査廊（岐阜県加茂郡八百津町） 
（２）酒造会社：蔵元やまだ、花盛酒造(株) 
（３）そ の 他：別添資料のとおり 

 
２ 配布先 
美濃加茂市政記者クラブ、可児記者クラブ 

 
３ お問合せ先 
（１）本取組全般に関すること 

国土交通省中部地方整備局 新丸山ダム工事事務所 

総務課長 渡邉
わたなべ

 竜
たつ
晴
はる

  電話：0574-43-2780 
 
（２）貯蔵酒の販売等に関すること 

蔵元やまだ（岐阜県加茂郡八百津町八百津 3888-2） 

山田
や ま だ

 直和
なおかず

  電話：0574-43-0015 
 

花盛
はなもり

酒造(株)（岐阜県加茂郡八百津町八百津 4091） 

可児
か に

 英二
え い じ

   電話：0574-43-0016 

丸山ダムで初の取組、ダムの中で日本酒を貯蔵 
～丸山ダム堤内の貯蔵でまろやかな地酒ができました～ 

 
 

webサイト 記者発表資料 
（webサイト内 カラー資料） 

蔵元やまだ 
webサイト 

花盛酒造（株） 
webサイト 



①貯蔵酒の販売者・価格（予定）
蔵元やまだ ４合瓶（720㎖） 1,550円（箱代150円含む 税込）
花盛酒造(株) ４合瓶（720㎖） 1,550円（箱代150円含む 税込）

②販売方法
各酒造会社までお問合せください。

１）国交省の社会インフラを活用し、コロナ禍の影響を受ける八百津町の地域振興を目的として始動。
２）ダム内部は年間を通じて気温の変化が小さく、日本酒やお茶、コーヒー豆などの貯蔵・熟成に活用。

丸山ダム堤体内の貯蔵場所の気温は15～21℃（平均18℃）で日本酒の貯蔵・熟成に最適。
３）４月以降に貯蔵を開始する日本酒は夏場に冷蔵庫で冷やす等費用がかかり、製造者の大きな課題。
４）八百津町内で地酒を製造している「蔵元やまだ」「花盛酒造(株)」と協議を重ね、丸山ダムで貯蔵した

日本酒を新たな地元特産品として販売することを決定。
５）この取組は以下の関係機関が協同して実施。

酒造会社（２社） … 地酒のダム堤体内での貯蔵、販売
八百津町 …………… 地域振興に関する調整、広報
八百津町商工会 …… 貯蔵酒のラベル制作支援（※名古屋造形大学の学生に制作を依頼）
国土交通省 ………… 企画全般、貯蔵場所の提供、広報

丸山ダム堤体内での日本酒貯蔵

貯蔵酒

目的と経緯
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